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質 疑 一 般 質 問 質 疑 一 般 質 問

質
問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難

所
内
生
活
の
全
て
の
方
々
に
向

け
て
、
細
や
か
な
気
配
り
、
お

互
い
の
配
慮
等
は
、
と
て
も
大

切
な
事
だ
と
感
じ
る
。
そ
こ
で
、

女
性
が
考
慮
し
計
画
す
る
女
性

の
避
難
所
視
点
や
、
行
動
範
囲

等
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
は
防
災
会
議
に
占
め
る
女

性
の
参
画
割
合
が
、
令
和
元
年

度
時
点
で
全
体
の
１
割
以
下
で

少
な
い
。
防
災
会
議
へ
の
女
性

参
画
に
と
っ
て
、
本
市
に
お
け

る
課
題
と
は
何
か
。

答
弁

防
災
会
議
の
委
員
は
、

そ
の
多
数
が
男
性
で
あ
る
の
が

現
状
。
女
性
の
視
点
も
重
要
で

あ
り
、
改
善
す
べ
き
点
は
改
善

が
必
要
。
ま
た
、
避
難
所
運
営

等
も
適
切
な
対
応
に
努
め
た
い
。

質
問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
本
市
と
市
民
と
の
情
報

伝
達
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
の

情
報
を
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
問
い
合
わ
せ
機
能
か
ら
収
集

し
、
市
民
生
活
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
役
立
て
て
い
る
よ
う
だ

が
、
市
民
か
ら
の
情
報
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
重
要
な
も

の
。
市
民
が
本
市
に
情
報
を
伝

え
や
す
く
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用

で
多
く
の
人
が
使
っ
て
い
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
方

法
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、

地
域
の
課
題
や
問
題
を
解
決
す

る
も
の
と
認
識
す
る
。
他
自
治

体
の
例
を
研
究
、
模
索
し
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
導
入
の
効
果
的

な
使
い
方
等
検
討
し
て
い
き
た

い
。

その他の質問項目
■リモートワーク推進に対応
したインフラ整備■新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金

自民党・公明党・女性の会
熱海梁山泊
◆ 所属委員会 ◆

観光建設公営企業委員会
公共施設整備等特別委員会

後
ご

藤
と う

雄
ゆ う

一
い ち

　議員

コロナ禍における地域防災の運営と対応について
市民からの情報収集の仕組みについて

救
急
医
療
、
医
療
対
策
費
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
に
充
当
で
き
る
金
額
は

質
問

小
児
救
急
の
２４

時
間
体
制
を
維
持
す
る
た

め
６
，
５
４
４
万
円
の
増

額
と
な
り
、
総
額
は
１
億

円
を
超
え
る
が
、
令
和
元

年
度
決
算
に
お
い
て
小
児

救
急
医
療
を
利
用
し
た
件

数
は
１
，
１
３
０
件
。
そ

の
う
ち
市
外
近
隣
市
町
は

２
３
４
件
で
あ
る
。
今
後

の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

応
分
の
負
担
を
関
係
市
町

に
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁

小
児
救
急
の
特

殊
性
を
考
え
る
と
、
負
担

を
お
願
い
す
る
考
え
も
あ

る
と
思
う
。
一
方
で
、
救

急
医
療
に
つ
い
て
は
二
次

医
療
圏
ご
と
に
整
備
を
す

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
交
渉
の
難
易
度

は
高
く
、
良
い
返
事
を
も

ら
う
の
は
簡
単
で
は
な
い

と
思
う
が
、
様
々
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
用
い
て
交
渉
に

向
け
た
取
組
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
税

収
が
大
幅
に
落
ち
込
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
令
和
３

年
度
は
試
算
で
約
４
億
７ 

千
万
円
の
歳
入
が
減
る
と

考
え
て
い
る
が
、
そ
う
な

る
と
財
政
調
整
基
金
の
取

崩
し
が
必
要
。
現
実
的
に

こ
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
支
出
で
き
る
金
額
は
ど

の
程
度
に
積
算
で
き
る
か
。

答
弁

現
在
、
今
後
の

税
収
を
推
計
す
る
こ
と
が

非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

の
取
崩
し
額
の
想
定
も
、

確
実
な
金
額
の
積
算
も
困

難
。
今
後
の
取
崩
し
予
定

額
を
考
慮
し
、
概
算
で
は

あ
る
が
、
５
億
か
ら
６
億

円
の
間
か
と
考
え
て
い
る
。

自民党・公明党・女性の会
熱海梁山泊
◆ 所属委員会 ◆

観光建設公営企業委員会
公共施設整備等特別委員会
� （副委員長）
その他の質問項目

■コロナウイルス感染者に対
する誹謗中傷について
■災害廃棄物処理計画について

田
た

中
な か

秀
ひ で

宝
た か

　議員



2020.12あたみ市議会だより3 ※　　で表記されている言葉については、Ｐ8の解説を御参照ください。

質 疑 一 般 質 問

質
問

本
市
は
コ
ロ
ナ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

答
弁

本
市
は
、
誹

謗
・
中
傷
を
防
止
す
る
た

め
、
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で

呼
び
か
け
て
い
る
。

質
問

感
染
し
た
方
を

「
思
い
や
り
」、
守
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
市
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
市

長
か
ら
市
民
に
対
し
、
ス

ト
ッ
プ
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
宣
言
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
如
何
か
。

答
弁

宣
言
と
い
う
形

も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は

静
岡
県
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

誹
謗
中
傷
」
ア
ク
シ
ョ
ン

と
連
携
し
て
、
広
報
・
啓

発
等
を
進
め
て
い
く
。

質
問

本
市
は
、
事
業

承
継
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁

熱
海
商
工
会
議

所
に
お
い
て
、
相
談
会
の

開
催
の
ほ
か
、
職
員
が
相

談
を
受
け
事
業
承
継
に
向

け
た
準
備
か
ら
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
、
適
切
な
機

関
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問

他
の
市
町
で
も

色
々
な
取
組
が
始
ま
っ
て

い
る
。
譲
渡
人
と
譲
受
人

が
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
が
あ
る
。
承
継
計
画
の

と
り
ま
と
め
に
必
要
な
経

費
を
補
助
し
た
り
も
し
て

い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

質
問

本
年
４
月
よ
り
、
湯

河
原
町
、
真
鶴
町
と
１
市
２
町

に
よ
る
し
尿
共
同
処
理
事
業
が

始
ま
り
、
大
黒
崎
し
尿
管
理
セ

ン
タ
ー
は
役
目
を
終
え
た
。
こ

の
土
地
は
、
国
道
１
３
５
号
に

面
し
て
お
り
、
熱
海
の
玄
関
口
。

利
活
用
に
よ
っ
て
は
、
本
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
解
体
等
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁

解
体
は
、
来
年
度
以

降
と
考
え
る
が
、
他
の
施
設
と

の
優
先
度
に
よ
り
解
体
時
期
は

決
定
す
る
。
解
体
後
は
、
土
壌

汚
染
の
状
況
調
査
を
実
施
し
、

行
政
目
的
で
の
跡
地
の
利
活
用

を
検
討
す
る
。

質
問

大
黒
崎
し
尿
管
理
セ

ン
タ
ー
跡
地
の
横
に
は
旧
清
掃

工
場
跡
地
が
あ
る
。
清
掃
工
場

解
体
時
に
土
壌
の
調
査
を
実
施

し
た
と
思
う
が
、
そ
の
結
果
は
。

ま
た
、
こ
の
跡
地
を
し
尿
管
理

セ
ン
タ
ー
跡
地
と
一
体
的
に
利

活
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
制
度
を

取
り
入
れ
、
事
業
承
継
に

悩
ん
で
い
る
方
を
早
く
気

付
か
せ
た
り
、
相
談
に
向

か
わ
せ
る
行
動
へ
つ
な
げ

ら
れ
る
の
で
は
。
本
市
独

自
の
補
助
金
制
度
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答
弁

各
地
で
動
機
付

け
や
具
体
的
な
事
業
推
進

の
た
め
、
奨
励
金
の
交
付

や
事
業
計
画
作
成
等
へ
の

費
用
助
成
な
ど
、
自
治
体

に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。
本
市
と
し
て
も
事

業
承
継
を
進
め
る
た
め
商

工
会
議
所
等
と
連
携
し
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

答
弁

旧
清
掃
工
場
跡
地
は
、

建
屋
の
解
体
後
、
隣
地
と
の
境

界
付
近
の
土
壌
調
査
を
実
施
し
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
含
有
は
な

か
っ
た
。
地
中
に
基
礎
杭
が
残

っ
て
お
り
、
し
尿
管
理
セ
ン
タ

ー
の
解
体
時
に
一
緒
に
取
り
除

き
、
再
度
土
壌
調
査
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
尿
管

理
セ
ン
タ
ー
と
一
体
的
な
も
の

と
考
え
、
利
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

要
望

こ
の
土
地
は
本
市
の

玄
関
口
で
あ
り
、
古
い
建
物
が

い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
て
は
、

本
市
に
と
っ
て
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
る
。
早
く
解
体
し
、

利
活
用
も
早
く
決
定
を
。
近
辺

は
別
荘
地
に
も
な
っ
て
い
る
。

利
活
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
る
。
市

役
所
内
部
で
検
討
す
る
の
も
い

い
が
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
声

を
聴
く
こ
と
も
、
検
討
す
る
上

で
の
参
考
に
な
る
と
思
う
。

熱海成風会
◆ 所属委員会 ◆

観光建設公営企業委員会
� （副委員長）
広域行政推進特別委員会

その他の質問項目
■消費者センターの設置につ
いて■今後予想される大型台
風に向けた対策について

その他の質問項目
■地震対策費■熱海型※DMO
の進捗状況■介護・福祉サー
ビスの本来の課題やコロナ禍
の対応

熱海成風会
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会
広域行政推進特別委員会
� （副委員長）

赤
あ か

尾
お

光
こ う

一
い ち

　議員

髙
た か

橋
は し

幸
ゆ き

雄
お

　議員

熱海市大黒崎し尿管理センター跡地について

コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

事
業
承
継
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
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質 疑 一 般 質 問 質 疑 一 般 質 問

質
問

修
学
旅
行
の
実
施
は

各
校
の
判
断
に
よ
る
が
、
本
市

は
校
長
会
で
決
め
た
。
中
止
の

権
限
が
校
長
会
に
あ
る
の
か
。

答
弁

校
長
会
に
は
な
い
が
、

全
学
校
長
の
総
意
で
あ
り
、
こ

の
決
定
を
尊
重
し
た
。

質
問

本
市
の
小
中
学
校
は

小
規
模
校
が
多
い
な
か
で
、
中

止
の
理
由
に
旅
行
先
で
の
感
染

リ
ス
ク
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

夏
花
火
大
会
の
開
催
、
海
水
浴

場
を
開
設
し
た
観
光
立
市
熱
海

市
の
努
力
を
見
る
限
り
、
困
難

と
決
め
つ
け
る
教
育
委
員
会
の

考
え
は
理
解
で
き
な
い
。
困
難

と
し
た
理
由
は
何
か
。

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
国
内
修
学
旅
行
の
手
引
き
が

各
教
育
委
員
会
に
対
し
て
周
知

さ
れ
た
が
、
対
応
は
多
岐
に
わ

た
り
修
学
旅
行
を
安
全
に
実
施

で
き
る
判
断
に
至
ら
な
か
っ
た
。

質
問

小
規
模
な
学
校
も
全

て
中
止
の
判
断
に
ど
れ
だ
け
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
た
配

慮
が
あ
っ
た
の
か
大
変
疑
問
。

本
市
の
小
規
模
校
が
無
理
な
ら

ば
、
日
本
中
で
修
学
旅
行
の
で

き
る
学
校
は
一
校
も
な
い
。
十

代
の
り
患
状
況
は
把
握
し
て
い

る
か
。

答
弁

十
代
の
り
患
率
は
０
．

０
２
％
。

質
問

時
期
や
行
き
先
の
変

更
に
加
え
、
日
程
を
短
縮
し
て

感
染
対
策
を
取
り
、
実
施
す
る

方
向
で
調
整
を
進
め
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
代
替
案
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
弁

今
後
は
、
各
学
校
の

判
断
に
よ
り
代
替
事
業
の
検
討

を
し
て
い
く
予
定
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
今
後
の
感
染
状
況

を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
の
対
策

を
講
じ
、
代
替
事
業
の
実
施
検

討
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

要
望

報
道
に
よ
る
と
県
内

西
部
に
宿
泊
先
を
変
更
し
て
実

施
を
考
え
て
い
る
学
校
が
多
い

と
い
う
。
せ
め
て
一
泊
く
ら
い

で
実
施
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

修学旅行の中止について

質
問

網
代
小
学
校
と

多
賀
小
学
校
の
統
合
に
向

け
た
進
捗
状
況
は
。

答
弁

８
月
２７
日
に
一

回
目
の
交
流
事
業
を
実
施
。

網
代
小
の
児
童
が
支
障
な

く
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
可
能
な

限
り
両
校
児
童
の
交
流
を

深
め
る
。
閉
校
式
典
の
内

容
、
網
代
小
学
校
の
記
念

誌
作
成
を
進
め
る
。

質
問

網
代
小
学
校
閉

校
後
の
施
設
利
活
用
に
つ

い
て
。

答
弁

６
月
に
網
代
小

校
舎
等
の
利
活
用
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
網
代
地
区
の
全

世
帯
を
対
象
に
実
施
。

５
８
８
世
帯
中
、
１
７
６

件
の
意
見
。
意
見
の
多
か

っ
た
も
の
は
、
災
害
時
に

お
け
る
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
存
続
、
拡
充
が
多

数
。
地
区
の
高
齢
化
を
踏

ま
え
、
介
護
施
設
や
老
人

福
祉
関
連
施
設
、
地
区
の

雇
用
や
賑
わ
い
の
た
め
、

姫
の
沢
自
然
の
家
に
代
わ

る
合
宿
や
野
外
活
動
な
ど

宿
泊
機
能
を
有
し
た
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

施
設
利
用
の
提
案
が
あ
っ

た
。質

問

通
学
費
補
助
に

つ
い
て
。

答
弁

対
象
者
を
通
学

距
離
に
関
係
な
く
、
網
代

地
区
に
住
所
を
有
す
る
児

童
の
保
護
者
と
し
、
来
年

度
以
降
、
入
学
者
も
対
象
。

補
助
額
の
上
限
を
年
間
公

共
バ
ス
定
期
券
１１
か
月
分

を
考
え
る
。
激
変
緩
和
措

置
５
年
経
過
後
は
、
他
校

と
同
様
に
、
通
学
距
離
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
最
大

６
か
月
分
の
補
助
と
な
る

現
行
の
通
学
費
補
助
制
度

へ
移
行
す
る
。

要
望

網
代
の
子
ど
も

た
ち
が
多
賀
小
に
通
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
、
継

続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
。
施

設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
た
め
少
し
時
間

が
か
か
る
と
思
う
が
、
そ

の
間
も
地
元
の
方
々
の
交

流
の
場
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
。
ま
ち
の
中
心
で
あ

り
、
施
設
周
辺
の
草
刈
り

等
、
維
持
管
理
を
要
望
す

る
。

網
代
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

熱海成風会
◆ 所属委員会 ◆

観光建設公営企業委員会
� （委員長）
広域行政推進特別委員会

その他の質問項目
■熱海文学館基本構想
■耕作放棄地対策
■ごみ処理の今後

その他の質問項目
■社会福祉法人熱海いでゆの
園の要望書について■国連携
新型コロナウイルス感染症対
応貸付について

熱海成風会
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会

� （副委員長）
公共施設整備等特別委員会

川
か わ

口
ぐ ち

　健
たけし

　議員

杉
す ぎ

山
や ま

利
と し

勝
か つ

　議員
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質 疑 一 般 質 問

質
問

長
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
前
代

未
聞
、
異
例
の
調
査
と
感
じ
て

い
る
。
学
校
教
育
を
進
め
て
い

く
う
え
で
児
童
生
徒
と
教
職
員

の
信
頼
関
係
は
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
、
こ
の
調
査
に

よ
り
、
こ
の
信
頼
関
係
に
多
少

な
り
と
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

教
育
委
員
会
が
こ
の
調
査
を
拒

否
す
る
こ
と
も
含
め
教
育
長
の

所
感
を
伺
う
。

答
弁

実
施
に
よ
り
信
頼
関

係
を
損
な
う
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。

質
問

本
年
１０
月
以
降
に
実

施
す
る
予
定
で
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
本
市
独
自

で
公
表
す
る
の
か
。

答
弁

県
教
育
委
員
会
か
ら

示
さ
れ
る
正
式
な
通
知
の
内
容
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
影
響

等
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
。

質
問

３
月
か
ら
８
月
ま
で

の
実
際
の
市
内
経
済
の
影
響
は
。

答
弁

宿
泊
客
数
で
前
年
比

百
万
人
減
、
消
費
損
失
額
は

３
５
０
億
円
程
度
で
あ
る
。

質
問

効
果
を
受
け
に
く
い

事
業
者
へ
の
応
援
給
付
金
の
様

な
追
加
支
援
を
早
急
に
進
め
る

べ
き
で
は
。

答
弁

本
市
単
独
事
業
に
よ

る
支
援
策
も
検
討
す
る
。

質
問

※
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
１０
月
１
日

よ
り
東
京
都
も
対
象
に
含
ま
れ

利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら

早
期
に
終
了
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

今
か
ら
年
明
け
以
降
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
１
億
円
規
模
の

支
援
事
業
の
実
施
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
弁

今
後
の
対
策
と
し
て

関
係
者
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

要
望

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問

厚
生
労
働
省
の

調
査
で
は
、
子
ど
も
の
７

人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に

あ
る
と
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
伴
う
不
況
が
長
引
く

中
、
特
に
ひ
と
り
親
家
庭

等
、
も
ろ
い
生
活
基
盤
で

暮
ら
す
家
庭
へ
の
影
響
は

大
き
い
と
思
う
が
、
本
市

に
お
け
る
状
況
は
。

答
弁

ひ
と
り
親
世
帯

の
比
率
が
高
い
状
況
や
産

業
形
態
等
を
踏
ま
え
る
と

厳
し
い
環
境
に
あ
る
家
庭

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

質
問

経
済
的
に
困
窮

す
る
家
庭
の
子
ど
も
向
け

に
食
料
を
定
期
的
に
無
料

で
宅
配
す
る
「
子
ど
も
宅

食
」
の
支
援
を
考
え
て
も

ら
え
な
い
か
。

答
弁

ま
ず
は
先
進
事

例
を
学
び
、
仕
組
み
等
を

勉
強
す
る
。

質
問

特
別
定
額
給
付

金
（
１０
万
円
）。
基
準
日

後
に
誕
生
し
た
新
生
児
に

対
し
て
も
給
付
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

基
準
を
超
え
た

給
付
金
支
給
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

要
望

同
じ
学
年
に
な

る
の
に
違
う
扱
い
を
す
る

の
が
お
か
し
い
。
再
考
を
。

質
問

地
域
を
疲
弊
さ

せ
ず
に
持
続
可
能
な
成
長

を
目
指
す
に
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
至
ら
な
い

よ
う
調
整
す
る
必
要
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
手
段
が
。

答
弁

隠
れ
た
名
所
の

活
用
に
よ
る
観
光
客
の
分

散
化
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー

啓
発
に
取
り
組
む
京
都
市

等
の
取
組
が
あ
る
。
今
後

の
状
況
に
よ
り
需
要
抑
制

や
受
入
容
量
拡
大
に
つ
い

て
対
応
を
検
討
す
る
。

要
望

既
に
発
生
す
る

住
民
か
ら
の
苦
情
や
問
題

事
象
を
収
集
し
、
解
決
方

法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

自民党・公明党・女性の会
熱海梁山泊
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会
広域行政推進特別委員会

泉
せ ん

明
みょう

寺
じ

みずほ　議員

熱海成風会
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会
広域行政推進特別委員会
� （委員長）

越
こ し

村
む ら

　修
おさむ

　議員

静岡県教育委員会による教職員不祥事に関するアン
ケート調査について/コロナ禍における市内経済へ
の影響と支援について

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム（
観
光
公
害
）に
つ
い
て

その他の質問項目
■ワーケーションについては
支援制度、モデル事業の構築
を■うみえーる長浜でのマナ
ー違反、早期改善を
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質 疑 一 般 質 問 質 疑 一 般 質 問

質
問

市
長
が
自
ら
業

務
執
行
組
合
員
で
あ
る
Ａ

社
の
Ｅ
氏
を
解
任
し
た
の

は
有
効
だ
と
思
っ
て
い
る

の
か
尋
ね
る
。

答
弁

業
務
執
行
組
合

員
の
解
任
に
つ
い
て
は
、

本
市
と
し
て
は
解
任
の
意

思
表
示
は
し
た
が
、
第
三

者
委
員
会
か
ら
、
法
的
効

果
に
否
定
的
な
指
摘
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

業
務
執
行
組
合
員
の
解
任

に
つ
い
て
は
、
解
任
の
効

果
が
発
生
し
て
い
な
い
と

認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問

映
画
祭
関
係
経

費
は
、
本
市
の
負
担
金
、

市
長
が
個
人
的
に
相
談
し

た
弁
護
士
費
用
、
本
市
の

顧
問
弁
護
士
費
用
、
第
三

者
委
員
会
経
費
、
今
後
の

訴
訟
経
費
等
を
含
め
る
と

約
三
千
万
円
に
な
る
。
こ

れ
と
市
長
給
与
の
減
額
分

１
１
２
万
２
千
円
と
の
差

額
は
ど
こ
か
ら
支
出
さ
れ

る
の
か
。

答
弁

一
般
会
計
か
ら

支
出
さ
れ
る
。

質
問

初
島
地
区
を
別

料
金
に
し
て
市
民
格
差
を

生
じ
さ
せ
た
水
道
料
金
は
、

正
常
な
水
道
事
業
と
言
え

る
の
か
。

質
問

本
市
の
６
月
分
入
湯

税
の
課
税
状
況
は
、
前
年
同
月

比
７３
％
の
大
幅
減
少
。
４
月
か

ら
６
月
期
の
個
人
消
費
は
戦
後

最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
だ
っ
た
。

本
市
は
更
な
る
経
済
対
策
を
実

施
す
べ
き
。
本
当
に
困
っ
て
い

る
家
庭
に
、
事
業
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
経
済
対
策
を
実
施

し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
７
月
、

８
月
の
売
上
高
が
３０
％
以
上
の

減
少
者
に
応
援
給
付
金
を
。
プ

レ
ミ
ア
ム
率
の
高
い
商
品
券
販

売
を
。
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
と

バ
ス
の
共
通
利
用
券
の
支
給
を
。

生
活
が
大
変
な
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
や
子
ど
も
の
多
い
家
庭
に
支

援
を
。

答
弁

議
員
ご
指
摘
の
本
当

に
困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援

を
重
視
し
、
議
員
ご
提
案
を
含

め
、
予
算
措
置
を
実
施
し
た
い
。

質
問

初
島
は
、
４０
年
前
に

答
弁

現
在
の
初
島
地

区
の
水
道
料
金
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
も

っ
て
、
安
価
な
料
金
に
設

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
水

道
料
金
等
は
４
年
ご
と
に

料
金
改
定
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
次

の
改
定
ま
で
の
間
、
２
つ

の
料
金
体
系
設
定
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
事
業

体
一
料
金
表
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
た
め
、
令
和

５
年
度
の
料
金
改
定
時
に

は
、
料
金
体
系
を
一
つ
に

そ
ろ
え
て
い
く
。

海
底
送
水
管
を
整
備
し
、
下
多

賀
の
宮
川
浄
水
場
か
ら
送
水
し

て
い
る
。
経
年
劣
化
が
進
み
、

令
和
４
年
か
ら
６
年
度
で
布
設

替
工
事
を
計
画
中
。
そ
こ
で
、

４０
年
前
と
今
回
の
総
工
事
費
、

そ
の
財
源
手
当
に
つ
い
て
説
明

を
。答

弁

４０
年
前
は
約
５
億
７
，

８
０
０
万
円
で
国
の
補
助
金
６

分
の
３
、
県
は
６
分
の
１
、
本

市
は
６
分
の
２
を
支
出
。
今
回

の
総
事
業
費
は
約
１６
億
円
で
、

国
が
４
分
の
１
、
県
補
助
は
な

く
、
本
市
が
４
分
の
３
の
１２
億

円
を
支
出
予
定
。

質
問

静
岡
県
は
初
島
の
離

島
振
興
計
画
の
中
で
水
道
施
設

の
適
切
な
更
新
と
整
備
を
記
載

し
て
い
る
。
本
市
は
県
の
補
助

金
を
強
く
要
請
す
べ
き
で
は
。

答
弁

今
後
、
要
望
等
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

新型コロナウイルス感染症対策経費について
初島海底送水管の布設替整備について

議
案
第
４２
号
熱
海
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

水
道
料
金
体
系
に
つ
い
て

自民党・公明党・女性の会
熱海梁山泊
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会

� （委員長）
広域行政推進特別委員会
その他の質問項目

■※A-biz 運営の今後につい
て■新型コロナ感染症対策に
ついて■交通不便地域におけ
る足の確保について

その他の質問項目
■子どもを産み育てる安心な
まちづくりについて�
■救急医療対策経費について
■災害対策について

熱海成風会
◆ 所属委員会 ◆

観光建設公営企業委員会
公共施設整備等特別委員会

米
よ ね

山
や ま

秀
ひ で

夫
お

　議員

稲
い な

村
む ら

千
ち

尋
ひ ろ

　議員
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質 疑 一 般 質 問

質
問

本
市
は
市
制
５０

周
年
記
念
植
林
、
カ
ス
カ

イ
ス
市
と
の
友
好
記
念
ジ

ャ
カ
ラ
ン
ダ
、
観
光
港
芝

生
広
場
に
あ
た
み
桜
、
本

市
と
磐
梯
熱
海
の
両
観
光

協
会
の
姉
妹
提
携
で
姫
の

沢
公
園
に
三
春
の
滝
桜
の

分
身
１０
本
植
栽
。
こ
れ
ら

は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
育

成
管
理
さ
れ
、
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

植
樹
等
が
行
わ

れ
た
場
所
を
所
管
す
る
課

に
お
い
て
維
持
管
理
し
、

枝
払
い
や
間
伐
等
に
よ
り

成
育
環
境
を
整
え
て
い
る

が
、
一
部
の
樹
木
は
病
気

等
に
よ
り
失
わ
れ
た
も
の

も
あ
る
。
今
後
は
、
記
念

と
し
て
植
樹
等
が
さ
れ
た

由
来
な
ど
に
も
鑑
み
つ
つ

樹
木
の
特
性
に
応
じ
た
成

育
環
境
の
整
備
等
に
特
段

の
注
意
を
払
い
管
理
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

質
問

ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
制
度
で
、
大
阪
等

の
市
町
が
年
間
予
算
を
大

幅
に
上
回
る
寄
附
を
受
け
、

こ
れ
は
返
礼
品
に
よ
る
と

さ
れ
、
国
は
返
礼
品
を
地

場
産
品
を
主
と
す
る
と
し

て
い
る
。
本
市
の
寄
附
金

は
平
成
３０
年
度
９
，
９
０ 

０
万
円
が
令
和
元
年
度

質
問

齊
藤
市
長
は
、
熱
海

国
際
映
画
祭
の
一
連
の
騒
動
に

対
す
る
責
任
と
し
て
、
３
ヶ
月

間
給
与
５
割
カ
ッ
ト
を
上
程
し
、

謝
罪
し
た
が
、
こ
れ
に
て
一
件

落
着
と
し
た
い
の
か
。

答
弁

熱
海
国
際
映
画
祭
に

つ
い
て
は
、
第
三
者
委
員
会
に

よ
る
検
証
を
経
て
、
本
市
と
し

て
再
発
防
止
策
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
本
定
例
会
に
て
市
長

の
処
分
議
案
を
提
案
し
た
。
こ

の
議
案
を
認
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
一
定
の
区
切
り
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訴
訟
に

つ
い
て
は
、
個
別
の
対
応
と
な

り
、
最
終
的
な
結
論
は
、
こ
の

結
果
に
よ
っ
て
出
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質
問

熱
海
市
消
防
本
部
消

防
署
内
で
横
行
す
る
若
手
署
員

に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

に
つ
い
て
、
消
防
長
を
含
め
幹

部
署
員
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
て

い
る
の
か
。

２
億
８
千
万
円
。
そ
の
返

礼
品
に
地
場
産
品
が
少
な

い
。
地
場
産
品
を
多
く
す

べ
き
。

答
弁

返
礼
品
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
商
品
は
市
内

宿
泊
施
設
限
定
で
あ
り
、

食
料
品
に
つ
い
て
は
Ａ
―

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
認
定
商
品
に
限

定
し
て
い
る
た
め
、
法
令

で
定
め
ら
れ
た
地
場
産
品

基
準
に
該
当
す
る
「
熱
海

産
」
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
さ
ら
に
熱

海
な
ら
で
は
の
地
場
産
品

の
発
掘
に
努
め
た
い
。

答
弁

今
回
の
件
に
つ
い
て

は
、
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
。

議
員
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報
を

基
に
関
係
職
員
か
ら
話
を
聞
く

機
会
を
設
け
、
事
実
確
認
を
し

た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
定
は
、

双
方
の
認
識
が
異
な
る
こ
と
も

多
く
、
非
常
に
難
し
い
面
が
あ

る
。
訓
練
時
の
「
行
き
過
ぎ
た

発
言
」
に
よ
る
指
導
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
長
よ
り

厳
重
に
注
意
し
、
今
後
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
指
摘
を
受
け
る
こ
と

が
な
い
よ
う
指
導
し
た
。
消
防

長
就
任
時
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
宣
言
」
を
行
い
、
機
会
が

あ
る
た
び
に
職
員
に
対
し
注
意

喚
起
し
、
研
修
会
を
開
催
す
る

な
ど
指
導
し
、
職
場
環
境
の
改

善
に
努
め
て
き
た
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
指
摘
を
二
度
と
受
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
綱
紀
粛
正

に
努
め
る
。

熱海国際映画祭の騒動と齊藤市長の責任の取り方に
ついて/消防署内における若手署員へのハラスメント
問題について

記
念
植
樹
等
は
良
く
育
成
管
理
さ
れ
、
そ
の
主
旨
目
的
に
貢

献
し
て
い
る
か
／
ふ
る
さ
と
納
税
・
寄
附
金
２
億
８
千
万
円

の
返
礼
品
は
地
場
産
品
を
主
に

熱海市民クラブ
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会

公共施設整備等特別委員会
� （委員長）

山
や ま

田
だ

治
は る

雄
お

　議員

村
む ら

山
や ま

憲
け ん

三
ぞ う

　議員

その他の質問項目
■小中学校教員の働く現状の
改善は進んだか■初島への海
底送水管布設替の水道会計に
及ぼす影響は

その他の質問項目
■計画を中止した熱海フォー
ラム及び東急リゾート建設計
画とん挫後の市有地活用計画
について

熱海市政調査会
◆ 所属委員会 ◆

観光建設公営企業委員会
公共施設整備等特別委員会
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質疑・一般質問の用語説明
　
「D

estination�M
anagem

ent�O
rganization

」
の
頭
文

字
を
取
っ
た
単
語
で
、
自
然
や
食
な
ど
地
域
の
観
光
資
源
に

精
通
し
、「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ

く
り
を
行
う
法
人
の
こ
と
。

P3

Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
落
ち
込
む

観
光
業
を
支
援
す
る
た
め
、
国
が
旅
行
業
者
な
ど
を
経
由
し

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
旅
行
商
品
を
購
入
し
た
消
費
者
に

対
し
、
代
金
の
補
助
を
す
る
仕
組
み
。

P5

Ｇ
ｏ　
Ｔ
ｏ　
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

熱
海
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー
。
熱
海
市
役
所
産
業

振
興
室
を
窓
口
と
し
て
、
平
成
２４
年
１０
月
か
ら
開
始
し
て
い

る
事
業
。
従
来
の
財
務
・
金
融
中
心
の
支
援
か
ら
大
き
く
舵

を
切
り
、
事
業
者
の
売
上
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
２９
年
１１
月
か
ら
公
募
に
よ
る
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

設
置
。

P6

Ａ
‐
ｂ
ｉ
ｚ

質
問

本
市
は
、
人
口

の
割
合
か
ら
み
る
と
、
累

積
患
者
数
の
比
率
が
非
常

に
高
い
。
感
染
経
路
不
明

の
感
染
者
も
出
て
い
る
こ

と
か
ら
、
無
症
状
の
感
染

者
が
市
中
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る

か
。答

弁

市
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
が
、
そ

の
都
度
感
染
拡
大
を
封
じ

込
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

海
水
浴
場
の
開
設
や
花
火

大
会
で
も
感
染
対
策
に
留

意
し
実
施
し
た
が
、
感
染

拡
大
に
は
影
響
な
か
っ
た
。

本
市
独
自
の
感
染
対
策
と

し
て
任
意
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・

感
染
予
防
対
策
助
成
金
制

度
を
設
け
て
い
る
。
市
内

に
無
症
状
の
感
染
者
が
い

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

身
体
的
距
離
の
確
保
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
、

三
密
回
避
な
ど
基
本
的
な

感
染
対
策
を
引
き
続
き
お

願
い
し
た
い
。

質
問

任
意
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
状
況
は
。

答
弁

本
制
度
設
計
時

よ
り
利
用
率
は
大
き
く
下

回
っ
た
。
そ
れ
は
市
内
で

の
感
染
が
落
ち
着
い
た
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

質
問

検
査
対
象
、
期

間
を
拡
充
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
る
か
。

答
弁

業
界
団
体
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
改

め
て
判
断
す
る
。

要
望

任
意
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
、
次
の
４
点
に
つ
い

て
拡
充
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。
①
事
業
期
間
の
延

期
②
自
己
負
担
金
の
廃
止

③
必
要
な
場
合
は
複
数
回

の
受
検
を
可
能
に
④
介

護
・
福
祉
施
設
等
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
施
設
の
職

員
・
出
入
り
業
者
に
広
げ

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

�
- 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を -

各
議
員
の
質
疑
・
一
般
質
問
記
事
の
中
で
※
　
　
で
表
記
さ

れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。

質 疑 一 般 質 問

小
こ

坂
さか

幸
さ ち

枝
え

　議員

日本共産党
◆ 所属委員会 ◆
総務福祉教育委員会

公共施設整備等特別委員会

その他の質問項目
■中小企業者応援給付金につ
いて■コロナ禍での不登校児
童・生徒の様子について

議 会 の は て な ？
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可 決 意 （要約）見さ 書れ た
意見書とは…市政の発展や市民生活の向上のために実現してほしい事柄について、

市議会の意思として国会や関係行政機関に提出する文書のことです。

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は戦後最大の経済危機に直面している。地域経済にも大きな影響が及び、
来年度においても一般財源の激減が避けがたくなっている。地方自治体では、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は
巨額の財政不況を生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される。よって、国においては、令和３年度地方財政対
策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるように強く要望する。
１　地方の安定的な財政運営に必要な一般財源総額の確保。その際償還財源を確保
２　地方交付税について、引き続き総額の確保
３　地方税収の大幅な減収予想から、思い切った減収補填措置とともに、減収補填債の対象税目への弾力的対応
４　安定的な地方税体系の構築。政策税制の積極的な整理合理化と新設等に対する有効性・緊急性の厳格な判断
５　固定資産税制度の根幹に影響する見直しは行わない。先に行った特例措置は期限の到来をもって終了すること

提出先：衆議院議長/参議院議長/内閣総理大臣/内閣官房長官/総務大臣/財務大臣/経済産業大臣/経済再生担当大臣/
　　　　まち・ひと・しごと創生担当大臣

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
� 地方税財源の確保を求める意見書（発議案第３号）

討 論

反 対 村山憲三議員
議案第42号　熱海市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　ウィズコロナ、アフターコロナに向けて、本市の発展につながる新たな施策を打ち出し、全力を注いでほしい
と強く願うところである。しかし、新たな裁判も提起された以上、この結果を見なければ本当の終息を迎えたと
は言えないことから、給与減額をもって終止符を打つことに反対する。

反 対 米山秀夫議員
議案第42号　熱海市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　一つの施策に対して二件の訴訟を抱えることは前代未聞。今回の経費を税金から支出することのないよう、給
与減額条例を否決し、市長自身に責任相応の内容に改めさせ再提案させるべきであり、責任の取り方としては不
十分であり反対する。

認定第１号　決算認定について（令和元年度熱海市一般会計決算）
　私選弁護人に対する法律相談業務委託料は、支出に値しない経費であり反対する。

認定第３号　決算認定について（令和元年度熱海市離島初島簡易水道事業特別会計決算）
　離島初島簡易水道事業が地方公営企業法の適用を受ける事業へ移行する準備において、その手続が正確に行わ
れたのか等、あらかじめ説明すべきであったこと、指摘した修正事項を修正せずに決算書を作成したこと等を理
由に反対する。

賛 成 山田治雄議員
議案第42号　熱海市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　給与減額により、市長として政治的、道義的責任を考慮し、自ら律しようとするために本条例を改正しようと
するものと理解する。給与減額の割合の適正性については、様々な意見があると思うが、そこは有権者の判断に
も委ねられること。市長という重い職責を務める者の給与の減額と捉え、賛成する。

賛 成 髙橋幸雄議員
認定第１号　決算認定について（令和元年度熱海市一般会計決算）

　熱海国際映画祭に係る法律相談業務について、同僚議員から厳しい意見が出されており、映画祭に係る一連の
出来事について、本市のブランドイメージを損なうものであったことは否定できず、市長には深い反省を求め、
当局にも再発防止に努めることを要望するが、映画祭以外の歳入歳出は監査委員の意見書等でも問題は認められ
ず、映画祭についても第三者委員会にて、本市に違法な点が指摘されなかったことを勘案すれば認定すべきであ
り、賛成する。

討論とは…議会の会議において、表決の前に、議題となっている案件に対し、
賛成か反対かの意見を表明すること。
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結 果

９月定例会　議決結果（本会議）
〈 市長提出の議案等 〉

件　名 議決結果 件　名 議決結果

議 案 第37号 令和２年度熱海市一般会計補正予算
（第７号） 可決（全員） 認 定 第 ３ 号 決算認定について（令和元年度熱海市

離島初島簡易水道事業特別会計決算） 認定（多数）

議 案 第38号 令和２年度熱海市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第２号） 可決（全員） 認 定 第 ４ 号 決算認定について（令和元年度熱海市

介護保険事業特別会計決算） 認定（全員）

議 案 第39号 令和２年度熱海市介護保険事業特別会
計補正予算（第１号） 可決（全員） 認 定 第 ５ 号

決算認定について（令和元年度熱海市
初島漁業集落排水処理事業特別会計決
算）

認定（全員）

議 案 第40号 令和２年度熱海市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第１号） 可決（全員） 認 定 第 ６ 号 決算認定について（令和元年度熱海市

後期高齢者医療事業特別会計決算） 認定（全員）

議 案 第41号 令和２年度熱海市水道事業会計補正予
算（第１号） 可決（全員） 認 定 第 ７ 号 決算認定について（令和元年度熱海市

水道事業会計決算） 認定（全員）

議 案 第42号 熱海市特別職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例 可決（多数） 認 定 第 ８ 号 決算認定について（令和元年度熱海市

下水道事業会計決算） 認定（全員）

議 案 第43号 熱海市廃棄物処理施設設置条例の一部
を改正する条例 可決（全員） 認 定 第 ９ 号 決算認定について（令和元年度熱海市

温泉事業会計決算） 認定（全員）

議 案 第44号 熱海市の公の施設を利用させることに
関する協議について 可決（全員） 報 告 第17号 専決処分の承認について（令和２年度

熱海市一般会計補正予算（第６号）） 承認（全員）

議 案 第45号 湯河原町の公の施設の利用に関する協
議について 可決（全員） 報 告 第18号 継続費精算報告書について（一般会計） 報告

議 案 第46号 未処分利益剰余金の処分について 
（令和元年度熱海市水道事業会計） 可決（全員） 報 告 第19号 令和元年度健全化判断比率及び資金不

足比率の報告について 報告

議 案 第47号 未処分利益剰余金の処分について 
（令和元年度熱海市下水道事業会計） 可決（全員） 同 意 第11号 固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて 同意（全員）

議 案 第48号 未処分利益剰余金の処分について 
（令和元年度熱海市温泉事業会計） 可決（全員） 諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

認 定 第 １ 号 決算認定について（令和元年度熱海市
一般会計決算） 認定（多数） 諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

認 定 第 ２ 号 決算認定について（令和元年度熱海市
国民健康保険事業特別会計決算） 認定（全員） 諮 問 第 ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

〈 議員提出の議案等 〉
件　名 議決結果 件　名 議決結果

発議案第１号 感謝状の贈呈について（前副議長に対
する感謝状の贈呈） 可決（全員） 発議案第３号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴
う地方財政の急激な悪化に対し地方税
財源の確保を求める意見書

可決（全員）

発議案第２号 特別委員会の設置について 可決（全員）
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委 員 長 報 告

９月定例会　賛成・反対が分かれた議案等（本会議）
 議員名・会派名

議案等番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

山
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治

雄

橋

本

一

実

小

坂

幸

枝

村

山

憲

三

後

藤

雄

一

米

山

秀

夫

泉
明
寺　

み
ず
ほ

田

中

秀

宝

赤 

尾 

光 

一

越

村　
　

修

竹

部　
　

隆

川

口　
　

健

杉

山

利

勝

髙

橋

幸

雄

稲

村

千

尋

議

決

結

果

市
民
ク

市
民
ク

共

産

市
政
調

梁
山
泊

梁
山
泊

梁
山
泊

梁
山
泊

成

風

成

風

成

風

成

風

成

風

成

風

成

風

議案第４２号 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 可

認定第 １ 号 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 認

認定第 ３ 号 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 認

議長（11番�竹部隆）は採決に加わりませんので、「－」で表示してあります。可否同数の場合は、議長裁決になります。
議決結果　可＝原案可決　認＝原案認定　　採決結果　○＝賛成　×＝反対
会派名　成風＝熱海成風会�梁山泊＝自民党・公明党・女性の会�熱海梁山泊�市民ク＝熱海市民クラブ�市政調＝熱海市政調査会�
共産＝日本共産党

●観光建設公営企業委員会
付託議案等 審査結果 報告要旨

議案第37号　議案第47号
議案第41号　議案第48号
議案第46号　

可決（全会一致）

議案第37号令和2年度熱海市一般会計補正予算（第7号）のうち、コロナ
禍における「働き方改革」を契機としたサテライトオフィス誘致等に対す
る補助金や市内事業者に対する助成金の追加補正等、他の付託議案ととも
に必要な措置と認める。

報告第17号 承認（全会一致） 必要な措置と認める。

●総務福祉教育委員会
付託議案等 審査結果 報告要旨

議案第37号　議案第40号
議案第38号　議案第43号
議案第39号　

可決（全会一致）
議案第37号令和2年度熱海市一般会計補正予算（第7号）のうち、防災費
として避難所における感染症予防対策のための経費の増額補正等、他の付
託議案とともに必要な措置と認める。

議案第42号 可決（賛成多数） 必要な措置と認める。

報告第17号 承認（全会一致） 必要な措置と認める。

●決算特別委員会
付託議案等 審査結果 報告要旨

認定第 2 号　認定第 7 号
認定第 4 号　認定第 8 号
認定第 5 号　認定第 ９ 号
認定第 6 号　

認定（全会一致） 認定第２号決算認定について（令和元年度熱海市国民健康保険事業特別会
計決算）等、内容を審査し他の付託議案とともに適正なものと認める。

認定第 1 号　認定第 3 号 認定（賛成多数） 認定第１号について、歳入歳出について監査委員の意見等も斟酌し様々な
意見があったが、認定第３号とともに適正なものと認める。

●広域行政推進特別委員会
付託議案等 審査結果 報告要旨

議案第44号　議案第45号 可決（全会一致） 熱海市と湯河原町の公の施設の相互利用について、必要な措置と認める。
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議 会 か のら 報 ・告 お 知 ら せ

熱海市議会では、本会議や委員会の傍聴を
受け付けています。
手続きは簡単ですので、お気軽にお越しく
ださい。
●本会議
　本会議の当日に【市役所第３庁舎３階　
エレベーター横】の傍聴受付までお越しく
ださい。傍聴券を発行します。
●委員会
　各委員会の当日に【市役所第３庁舎２階　
議会事務局】までお越しください。

議会を傍聴
� しませんか？主な日程

11月 25日（水） 10：00～ 本会議（議案上程）

12月 9日（水） 10：00～ 本会議（質疑・一般質問）

12月 10日（木） 10：00～ 本会議（質疑・一般質問）

12月 14日（月）
10：00～ 観光建設公営企業委員会

13：00～ 広域行政推進特別委員会

12月 15日（火） 10：00～ 総務福祉教育委員会

12月 17日（木） 10：00～ 本会議（審議採決）

※日程は変更になる場合がございます。

熱海市議会
令和２年11月
定 例 会

次回の市議会だよりは、２月１０日発行予定です。
<議会だより編集委員会>委員長：越村　修　　　副委員長：橋本　一実
　　　　　　　　　　　　委　員：赤尾　光一・後藤　雄一・小坂　幸枝

※新型コロナウイルス感染症感染防止対
策として、傍聴を制限する場合がござい
ます。詳細については、議会事務局まで
お問合せください。

泉明寺みずほ議員【第82代副議長】

　令和２年９月定例会（９月２日本会議）に

おいて、泉明寺みずほ前副議長に対し、感謝

状を贈呈することが可決され（発議案第１

号）、竹部隆議長より感謝状が贈呈されまし

た。

前副議長への感謝状の贈呈


